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1表紙の写真1

水が]二業生産に不可欠の素材であり同時に用水型産樂の立地を左右す

る重要な地点的資源であるということにはもはや疑問の余地がなかろ

うそしてせまいわが国土の上では至るところで利用上の競合の起

きる公算がすこぶる大きく水が求めにくくなっている傾向にほ憂慮す

べきものがある1最近の実績によると目星1m､の用水をえるには

1万数千円から2万円近い建設投資が必要になってきており新設工場
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の建設費のなかに占める用水施設費の割合は年々たかまっている

しかしそのくせなお水は依然として多くの企業多くの現場で廿

やかされており同時に冷遇されている場合が少なくないなるほど大

企業では使用合理化の途が少しづつ開拓されているし多くの浄水装置

メｰカｰの手にようて水処理の技術は著しく高度に開発されているが

そうした大企業以外の企業でけっこう用水型の素質をもっているもの

が少なくないしそうした工場ほど緊急解決を要する間題を沢山にもっ

ている

しかもそれでいて水ほど素直なものはないしまた水ほど千変万化

美しくもみにくくもみえる化け物もほかにその例は少ない無機物

でこそあれ見よう扱いよう捕えようによっては生きものといっ

た感じがする工場の肺にもたとえられる貯水池にいままさに淫ぎ

込もうせする良質低温の水もまたそれをフィルムに映しだすとコ

ントラストの具合では死にもし生きもする�




